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1. 顕微鏡の歴史
2. 細胞 ・ 組織 ・ 分子の大きさと分解能の関係
分解能 : 高分解能 : 低
区別できる区別できない



























































































































顕微鏡への応用 : CRY を使った光遺伝学
CRY2 の構造が変化、
CIBN と結合
細胞膜
ERK
CRY2 c-Raf
CIBN
CRY2 c-Raf
青色光
Ras
活性化
核
細胞増殖シグナルの人為的な活性化
Ｐ
ERK
Ｐ
光刺激前 光刺激後
CRY2-c-Raf を
発現させた細胞
ERK 活性を検出するバイオ
センサーを核に発現させた細胞一緒に培養
活性の伝播
＜実例 ： 光遺伝学による増殖シグナルの活性化と隣接した細胞への伝搬＞
光で生命現象を見る！
光で生命現象を操る！
特別コラム ： 大学院生に聞いてみました
日本の科学研究は大学院生の情熱と献身に支えられています。
　まさに研究室の主役と言うべき彼等ですが、 実際にはどういう
人々で、 どのような生活をしているのでしょうか？ここでは、 当分
野所属の大学院生にアンケートしてみました。
他にも様々な生命
現象の可視化に
成功しています。
ぜひ動画をご覧く
ださい！
Ｑ１． 一日の過ごし方は？
Ｑ３．研究で楽しいこと・やりがいを感じることはなんですか？
Ｑ２． どうして研究をしようと思ったのですか？
デスクワーク
実験
顕微鏡観察
その他
＜Ａ君＞ ＜B 君＞
・ 世の中には知らないことが多く、 その少しでも知ることができればと
　思ったからです。
・ 生物が示す様々な現象に対して純粋に興味があったため。
・ 長期的に成長できそうな気がしたから。
・わからなかったことが少しずつ、一つ一つ、わかるようになって
　いくことです。
・組織形態が変化する様子を観察し、細胞が生きている事を
　実感できたとき。
・先生や先輩方とあれこれディスカッションしているとき。
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